
 

 

 

 
  

 
今年度は、『みんなで全力 笑顔満開 ～声を出す・協力・最後まで～』を

児童会スローガンとし、５・６年生のリーダーシップのもと、練習を重ねてき

ました。本番だけでなく、練習から全力を出しきろうと、子どもたちは精一杯

練習してきました。時間を守ることや服装を整えること等、普段の生活を大切

にする取組も続けました。各学級では、一人一人がめあてをもって臨むとともに、全体でも常に振り返り

をしながら、仲間とともに高まり合う姿をめざしてきました。 

ところが、運動会が近づくにつれ、子どもたちの頑張る姿とはうらはらに、天気予報では不穏な予想

が・・・。「なぜよりによって台風が。」「今年も延期になるのかな。」―。台風接近により１日延期になり、

運動会当日も朝から雨が降ったり止んだりで、ずいぶん開始時間を遅らせて、ようやく開会式を始める

ことができました。保護者や地域の皆様、本校の卒業生である中学生の皆さんには、グランド整備をお手

伝いいただき、大変助かりました。ありがとうございました。 

さて、いよいよ始まった運動会。子どもたちは、全力で競技し、全身で演技し、最高の笑顔を見せ、そ

して見ている人を感動させる素晴らしい頑張りぶりでした。地域や保護者の方の熱い声援もあり、今ま

で練習してきたことを１２０パーセント出しきり、どの子も最後までやり切ることができました。 

 大中地区の方のご厚意で、小学校のプログラムを午後にもやらせていただきましたので、午後の区民

運動会は残念ながらできませんでしたが、花火を打ち上げていただいたり、飴投げをしていただいたり、

地域の方たちにも支えていただいていることを、ひしひしと感じています。また、終了後の片づけでは、

保護者や地域の皆様、中学生の皆さんの協力によりあっと言う間に終わりました。本当にありがとうご

ざいました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
学校ニュース ９月 笑顔満開！ 地域と共に高まる子どもたち 
～ふるさと郡上（白鳥）を愛し、地域と共に高まる学校に～ 

 

シリーズ大中学（郡上学）⑦『神楽』４,５,６年 

 運動会、午後の部のトップバッターは、４年生・５年生・６年生による太神楽の発表でした。６月に練

習が始まり、地域のお師匠さん方を講師に招いて教えていただきながら、練習を重ねてきました。時には、

休み時間にも練習するほど、子どもたちは一生懸命でした。この大中地区に古くから伝わる伝統を伝えて

いこうと取り組んできた神楽。本番では、今まで大切にこの伝統を保存してきた地域の方たちの心も受け

継ぎ、最高の演技、最高の演奏を発表することができました。 

 次は、１０月１４日（土）の少年文化のつどいでの発表です。５,６年生による発表をします。 

【神楽のお師匠さん方】 

獅子…猪俣久男さん 田打ち…鷲見建さん 鼓…鷲見求さん・河合武男さん 鼓笛…青木登美子さん 

笑顔満開・全力で運動会大成功！ 
 


